
平成29年 5月 

環境人づくり企業大賞2016 表彰式の様子 

自然環境課 

平成 29年 5月 22日（月）霞が関にあります、中央合同庁舎第5号館22階 環境省第

1会議室にて、表彰式が行われました。 

環境省 中央合同庁舎 

環境省第1会議室 



平成28年 9月 15日～11月 17日にかけて募集を行い、大企業区分38件、中小企業

区分19件、あわせて57件の応募がありました。弊社は、中小企業区分枠で栄えある環境

大臣賞を受賞しました。 

 表彰式では、まず主催者（環境省）からのあいさつからスタートしました。 

登壇されたのは、環境大臣の山本公一氏です。 

あいさつ（環境大臣 山本公一氏） 

その後、表彰状授与式となり、環

境大臣の山本氏から表彰状が授与さ

れました。 

 また、環境副大臣の伊藤忠彦氏よ

り、トロフィーも頂戴しました。 

表彰状授与 トロフィー授与 
（左；山本環境大臣、右；加藤社長） （左；伊藤環境副大臣、右；加藤社長） 



そして、審査委員長の奥真美氏（首都大学教授）による全体講評、委員の安井至氏（東京

大学名誉教授、環境人材育成コンソーシアム代表幹事）による閉会挨拶がありました。 

内容については、下記をご参照下さい↓↓

●今回、受賞した企業について、共通して言えることは・・・、 

・環境人材を育成するための“仕掛け”があった（→該当例；ビオトープ管理士） 

・社員参加型で活動を推進している（→該当例；エコミーティング等） 

・地域との連携（→該当例；自然観察会、尾張西部生態系ネットワーク） 

・トップ（経営者）のリーダーシップが感じられる 

・持続可能な開発目標（SDGs）、パリ協定、ESG投資の観点から、 

  教育の体系化（本業との繋がり）が優れている。 

●これからの課題として、表彰された企業は先進的な考え方ができると思われるが、その

他の企業が、環境をどう捉えるか？またどのように組織の中で体系化を図っていく

か？その参考として、これまでの受賞企業を手本にして頂きたい。 

●受賞された企業は、これで終わりではなく継続的に活動を実施し、更なる環境人材の育

成に尽力して頂きたい。 

全体講評（奥 真美 氏） 閉会挨拶（安井 至 氏） 

表彰状 トロフィー 
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http://www.kato-kensetu.co.jp/
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http://www.kato-kensetu.co.jp/wakuwaku/ 

http://www.kato-kensetu.co.jp/company/environment/site/ 

http://www.kato-kensetu.co.jp/company/activity/naturetraning.html 

http://www.kato-kensetu.co.jp/company/activity/seitaikei.html 
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http://www.kato-kensetu.co.jp/company/activity/kansatsu_kyositsu.html
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